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主な学習活動 ICT機器活用のポイント

展開

担当の登場人物につ
いて、楽譜を見たり
音源を聴き比べたり
しながら音楽の特徴
を見つける。

Google Driveにあらかじめ音源を入れておき、
Classroomに登場人物ごとに分けて入れて生徒が
聴けるようにしておく。
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Ｂ個別学習（Ｂ１） 主な学習活動 各登場人物の音楽の特徴を見つける。
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音楽科 「物語を歌で表現する芸術」

『魔王（シューベルト作曲）』（教育出版）
いわき市立内郷第一中学校

Google DriveGoogle Classroom

タブレット

イヤフォン

＋

分担して鑑賞させる際、CDや再生機器の準備が必要なくなった。生徒は自分のペースでじっくり
聴くことができ、楽譜からの情報の読み取りが難しい生徒も音源から音楽の特徴を見つけることが
できていた。

１ 本時のねらい

２ 主に活用したＩＣＴ機器・コンテンツ等

３ 参考にしてほしいポイント

４ 活用効果

各登場人物の様子が音楽でどのように表現されているのかを関わらせて聴く。

個人や班で鑑賞させることで、短時間でもそれぞれのペースに合わせてじっく
り曲を聴かせることができる。

CD化しなくてもOK。
聴きたいものだけすぐに聴ける！

音源だから、高さや調の
変化などがわかりやすい


